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看護学生を対象と
し

た ー
情報リテラシー向上のための研究演習事例

友 浦柏木 な一
 

国立夏大学校

キーワー

ド

を情報リテラ シー information literacy 研究 リテラ シー
根拠

に

基づく 実践 evidence-Dbased practice 看護学生 nurSing Students

4 要

目的 : 情報リテラ シー向上のための研究演習の事例 を報告する .

reGsearch Iiteracy 演習授業 exercise lesson

方

法

・ 結果: 対象は看護系大学 1 年

生

の看護情報

学

の科目履修者 約 100 人で,

「

学習目標 」「演8泊の実施環境 (授業時
間数, 授業の場所 <ィ

備

, 教員数)]「学修に影響 する学修者の要因 (知識 スキ ル, 関心

,

自主性) | の観点から味 し ,
研究演習 を検討

し

た. 研究演習は , 「研 究を行なう立場

」

と 「研究参加

者

の立場

]

で参加する演習があり , 具体的

に

は
「横断研究を通し

て

, 研究の一のを理解する演習」 「教員が計画 し た介入研

究

の研究演習に , 研究参加

者

の立場で
参加する演習 「 アンケート に答 て , 調査の過程生じ る バイ アス を実際に体験 する演習

]

を行なっ た.
震

察

:研究演習 【は研の

人

工程を実施する方法外に も. 学習目標に合致し ていれ ば, 研究

の

工程

の

一部 に焦点を当て
た演習 も工夫 する こと ができる . 研究演習 は, 看護学生だけで は なく 障床看護

師

の生涯教育に も応用可能だ ろう .

はじめに

近年

。

及大な研究結果が日 々発表されているが, 研
2征

水

の質は様 で々ある . そのため , 医療者 には ,。 信
頼で きる 情報 を自ら取捨選択 し, 了臨麻実壮に :続合 する

ための情報活用能力 (以下 , 情報 リテラ シー) が求め

られる ". これは.,リーIRM-based
ee EBP) の基盤

と

な シーであ

, 医療者自身が研完しかうッにある かにかか
入境サンー
要 と な る . と くに医療分

野

で参照する情報

に

は学術論
文が含まれる ため , 科学的思考の基盤

を

身につけ。, 研
4の将得が求め られる.
この よう な背景

から

, 看護基礎教育や看護師資格取得

沙の門了数育における情報 リテラ シーや BEBP に 関
する教育の必要性が, 国内外で*明文化 され る よう に

ン ビ テン

っ た7

と くにわが国で , 看座まく
指定規則で 量了の盤

|

や, 厚生労働省に
る 国家試験出題簡囲

で

IEBN (Evidence-based Nurs-

in8)」が含まれており ,看護

師

の養成課程で は情報学.
輝計学 。医療統計学 ,疫学 といっ た科目が開講きれて

いる こと が多い?". これ ら

の

科目の教授法について は。

講義形式だけでは な く 演習形式 も組みあわせた授 業の

必要性が 1990年代か ら指摘 きれて きた?. 2002年に看
護糸大学 ・ 大学院を対象に実施 された調査 に よる と.

約 6 割が実習形式の授業 を取り 入れてお り , 大学 に

よっ て演光で用いら れている内容は異な

る

が, 調査村

の作成, 実際の調査

・

面接

,

被験

者

の経験

,

実際のデー

タ解析 .、プレゼンテー ショ ン な どがあげられている上

一方で

,

これら

の

授業を担当する教員は , 授業を行
な うこ と に対し困難を感じて いる こと が報告 され て い
る"と くに教員側の要因 と して , 調査 ・ 統

(
K
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適した教材が少ないこ , 教員 自身の調査研究の実  : な授業は講義で行なう が, 前期 1 人1 台パ ソ

践能力やパソ コン・ 情報処理能力の不足 チュ ー タ ー  : コン を利用で きる 情報処理での演習が含ま れ, 濱将
等の スタ ッ の不足があり ゆ , 担当教員の養成教員  : は 50 人ずつ行なっ ている . 科目担当教員は 2 人, 講

自身の授業開発の必要性 また看護学に おける統計 : 義は 1 人が担当するが, 演習の要素が含まれる場合は
育さら な充実も求め られている リ 、 近年は 学修 : 2 人で担当する .
者が主体に参加する アク ティ ブ ・ ラ ー ニ ング型学習 : ーー ーー

が注目 きれており , 限ら れた授業 時間数の中で, 効務 ご 研究注の組み立て万

効率な教授の開発や普及が期待きれる . しか  : 授業全体の学習到達目標を確認した うえで, 担当教

、 諾療了の半成校おける疲医送計の講義 | 上 自身研究洒習 の経験 も と 意見を出し合い
ナた行研究 はある も のの "?ゆ 実際に行なわれて 「授業に係る 制限 (授業時間数 授業で利用可能な場

いる研究演習の報告研究は限ら ちれてお り W59。 実 : 所 ・ 設備 教員数)」, 学に影響する学修の要因

熊よく わかっ ていな い. (レデ ィ ネス , 注意 ・ 関 心 自信 ・ 満足度)!?」, [演習

そこ で本報告では , 較立看護大学校 「外護情報学 : 方法 よっ て達成可能な学習 目標 につい,学修を
(1 年 ・ 必修科目 で行なっ ている研究演習 を報告 : 阻害する要因を洗い出しながら議し, 研究演習 を組

る . この科目は, 学修者 の レデ ィ ネス等を考慮な  : み立て.
が ら , 教員数や授業時間に応じた研究演習を様々 な  : また , 多人数授業の研究演習で ある こと か , 研
場面で取り入れて いる . 研究演習は , 看護基礎教育 : 人MM
けではく , 卒業後 看護師 して院内研究を行なう ”: し.欠体的 [分析千果を教材 して用いて解説
前の学習や, 研究成果を実践で利活用する ための学 : する1 「還が性かっ た葛人で も 、 抵の陣只人
に も応用で きる可能性がある . [ 理的配慮の点か ら解説する があげ られ.

I 目 的 | 3. 代理的配慮

本報告で取り 上げ

ば

る研究演習は全て授業の一

環

で実

痢護学生を対象

と

した情報

リ

テラシー回上のための ] 施 し , 演習に伴う 倫理的配慮 と して 。 研究倫理と個人

研究演泊事例を報告する . 情報保護に関す る講義, 科目責任者 よび授業担当

教員 に よる調査の確認 デー タ 収集に研究倫理と

皿 . 研究演習の概要と事例 演習おける倫理的配慮に関する説明等を行なっ てい
る . と くに , 調査票の回は任意である こと , 回答
の有無よっ て成績評価に影響しいこ と を説明 して

1 授業の概要 [ いる . 本事例は授業の一環ではある が, 研究演習 い

国立着護大学校外記陳」 とする )  : う 特徴 ら , 教員 と 学生社会的関係 に十分配慮
は,1 学年 100人の単科大学 , 1 年の前 2単 : し", 研究演習の内容や進め方を検討た.
位 )・ 基 時牧 にあ析放B攻情報 学 It・T [ また , 本報告は研究演習の概要 と 事例を報告する も
を開講ている . この うち前の看護情報 学 1は , 講  : のであり , 科目履修の個人情報保護お よび倫理的

義 ・ 演の授業時間数を半分ずつ設けている 配慮の観点 ら , 学生に よる授業の提出物等 ら直

近到目は, 医療 看護情報入手し情報 ! 接得 られる デー タ は扱わない .
内容を吟味する こと ができる , 現在の医療 (医学 ・着 。: ーー演習 の事休
了学

)

を求えている科学テ法について説明する

。

 。 「 華究

演

泊の事例 (表 1. ら 3

こと ができる , 学術論文を読み解く ため必要な医療  : 2017年度2019年 に行なっ た研究演習の事例 を

統計学の基本を習得する こと ができる , 情報処理の技  : 半生9 和沙の馬刺

術 (Word, Excel。 PowerPoint) を習得 する こと がで ,「学習目標 」「授の環境 「参加形態 |必要な

きる な どである. の を記述 し , 事例ご に 概要」「 研究演

学修者に は , 授業で研究演習 を取り 入れ目的つ  : 習 を組み立て と き の工夫」 記述ため.

いて , 将来研究を行なう場合だけではな く , 臨床看護  : 陣全MM演習, 学修者自身に研
師 し必要な情報 リテラ シー を効率に習得する た  : 完の計画 ・ 実 ・報告を担って も ら う場 ](表 1) と ,
め学の一環である こと を説明 して いる . 者の電須加る人Y\| (表 2, 3) と があ
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春護学を対象した情報リテラシー向上のための研究演習事例

表 1 横断研究の一連の工程を体験する演習 (事例 1)

学習目標 ・ 研究計画 ・ 実 施・ 分析 ・ 報告 の工程を理解する .

・ Microsoft Excel を用いた記述統計 のスキルを習得する .

・+ 変数こら 変数の記述統計の結果の読み方. 解釈の仕方を理解する .

授業の環境 授業時間数 :12 コマ , 実施場所 : 情報処理室 ,担当教員数 :6人

参加形態 グループ (1 グループ 4て5 人), および個人

必要なもの パソコン , Microsoft Excel

_

Word. Power Point

特徴 ・ 一の時間を要するが, 研究の一連の工程を体験する ことができる.

・ 学修者レディ ネスズや教員数に応じた事前準備が必要.

事例 診護学生の将来の働き方や関心に関連する要因を調べ調査票をグループごと に作成, 実際にアンケー調を行な
つ .

層要 |将来 看護師 ・ 助産師 ・ 国際医の分で働くことにどれくらい興味があるか? | (結果変数 に関連する要因 (=
説明変数 を調べるというテーで話し合い, 調査票作成する なお , 結果変数 および説明変数の一部は あら
か じめ教

員

が作成

し

た質問を共通質問

と

して, 全グループ

の

質問票に含め

て

もら

う

.
・ Microsoft Exoel を使い

,

各グループでデータ

を

入力する.
・ 共通質問用いて 1 変数 ・2 変数の集計を練習たあと , 各グルーの仮説にあわせた分析をおこなう . 分析で.
関数用計算 ピボットテーブルによる表作成 グラ作成をこな.

・ 分析結果まとめ. 構造化抄録形式で まず各自レポー を作成する その後に グループで 1 つ発表用のパパ
ワーポイ ント を作成する .

研究演習 1) 全員が話しすいテーマを設定.
組み立てる ら) 個人で行なう演習グループで行なう演習の両方を バランスよく組み込む工夫をする . 例えば . グループで行なう
こざの工夫 演習の場合 自分がらなくても他の人がやってくれるという フリーラ イダ ー問を最小限する

3) データダ分析の練習 して , まず共通質問用いた分を行なう . 例えば, 誰がやっも同じ結果なるデータな分析
で用いることで, 関数やピボットテーブルの設定が適切を確認やすい.

4) 演習課題. 授業時間に終わる分量する . 課題早く終わ って しまっ人向けには ,「応用編 の課題を設定 し
てお.

ら) 演斬資料は , 演習の進め方がわからな くなったとき に, 教員に尋ねなく

て

も自分で進め ゆられるよう に, 演習で必要な
手順を明記する . 学修内の提示の仕方と学修者のレデ ィ ネスによって は., 教員への質問が相次いしまい), 演習が
円滑に進まない場合が生じる . 多人数の学修者に対し限られた教員数も演習を進めことができるよう にする.

る . 答演習の学習は , 大別る と 研究計 ・ 実施 ・

分析 ・報告工程理解する ] 介入研究 (ラン ダム化

比較試験 の研究ザイ ン理解する 」「 調査生じる

バイ アス を理解する 」である.

る こと

を

基本に, 成果物を明確

に

示し, 配布資料を作

成た. な お実際の授業は, 演習 と 講義が交互に

な っ てお り 。 演習に関連する内を講義で扱っ て いる .

事例 ら (表 2) は , 教員が計画 した介入研の研究
事例 1 (表 1) は , ある 一時点

の

デー

タ

取

集

を行

な

 : 演習に , 研究参加

者

の立場で参加する演習

で

ある . こ
う 横断研の研究デザイン を用 いた演習で, 研究の一 : の研究演習, 介入研究中で も ラン ダム化比較試験
連の工程を理解する演習ある "!. デー の入力 ・ 分

析は Microsoft Excel (以下, Bxcel) を用いて いる .

この接は 1 年次前期に行なわれる も ので, 学修者は の基本と な る ラン ダム化 (無作為化 コン シー ルメ ン

Bxcel 操作スキルが十分でないこ と , デー入力  : ト (隠べ), マス キン グ 言検化 について説明す

は 1 コマ (90 分 あれば終わ分量ある こと から , る . その後に, 研究参加者 して RCT に参加 し , 自

Excel へのデー タ 和信力 と おて実際に得 られた個々 分ちが参加 し た研究体験事例 して , RCT の研究

(Randomized Controlled Trial : RCT) と いう 研究デ

ザイ ン で行なう も ので, まず演習の前に講義 でRCT

の回答デー構を理解しが ら , Excel 操作のス

キルを将得 する こと期待して いる 学修50 人に対

し教員 2 人で行なう 情報処理での演習は , 全学修

者 に個別に対応 する こと は現実的に困難ある . 個人

または グルー プで助け合いながら自律的学習を進め

国立病院看護研究学会誌,

デザイン の理解を深める と いう流れである ,

事例 (表3) は アンケー に参加 し . 調査の過

程生じる バイ アス を体験する演習ある P. 学修

は , バイ アスが生じ る よう あら かじめ設定 きれたアン

ケー ト に参加する . バイ アス の考え方は初学者

に

は難

16(1). フフ7-82. 2020 Z9



表 ら 教員が計画しランダム化比較試験研究演習に , 研究参加の立場参加する演習 (事例 ら)

学習目標 "ランダム化比較試験の研究デザインを理解する .
授業の環境 授業時間数 : つ コマ, 実施場所 : 講義 (ご 部屋), 担当教員数 : ど 人

参加形態 個人

必要なもの くじ , アンケー ト (その他に , 研究演習の題材にわせ必要な物品を準備する )

特徴 ・ ランダム化比較試験の方法論である 「ランダム化 (無作為化)].「マスキング( 填検)].「コンシールメン ト (隠べ

し)」 を , 学修者自身が体験する ことで これらの専門用語の理解を深めやすい.

・ 研究の倫理的配雇について , 自分事 し理解するきっかけとなる .

事例 動画教材の教育効果を検証するランダム化比較試験の参加

概要 ・ あらかじめ教が 「看護技術 と 「看護の働き方 ] に関する動画を決めてお く . 学修大はひと り ずつ . 封筒入っ

たくじ (紙) を 引く . 紙には 「Al と 「B}] のどちらかが書かれてある . 全員がくじを 引いたら, 「Al と 『B」 がごち

らの動画かを発表する .

・ く じ引ききで決ま っ た動画を見る教室に分かても らい, 動画視聴 ・ 動画視聴後のンケー トに回答る そのあと,

も一の動画を視聴. 最後アンケー ト に回答する . (クロスオー パーデザイン)

・ 介入アンケー の回が終わったら , 一連の過程を振り返りながら , ランダム化 マスキング ・ コンシールメン ト ,

研究倫理に関すワークシーを解いもらい, 解説する .

・ 集計結果を学修者に発表し ランダム化に よる対象の背景の類似を一緒に確認する または , ランダム化であっ

ても , 一方対象の背景が偽る場合もわる ここ と駿する .

研究演習 1) 限られた時間で実施可能 で . 両方の群が関心を持てような介入内容 にする . 例えば, 多様な学生が関心を持ちや

ンー すいテーマ選定する また. 一の群が介入を受けている閣に . も一の群の時が余って しまわないよう , 介
人に要する時間 に配慮する .

ら) アウ トカム指を複数設定し どちらの群も,何らかのアウ トカムで差が生じやすいよう に してお. 授業に ,

集計結果を確認ながら解説を行う場合 一方の群みに効果があるアウ トカム設定すると , も一の群に割り

付けられた学修者のモチベーショ ンが下がる可能性があるためである .

し い概念で ある が, と くに文献の批判的時味の基本と

な る考え方あり , 対象の選び方や協力着 よっ

て結果が変わ こと 」 (選択バイアス) や[選択肢の内

容や回答時期

に

よっ

て

, 結果が変わ

る

こと 」 (情報バイ

アス ) を 自分の事 と し経験する こと がで きる . なお

この 研究演習は イン ター ネッ ト やスマー ト フォ ンが

利用きる環境あれば, アン ケー の固答すぐに

集計で き , 授業に リア ル タ イ ム で集計結果を利用す

る こと がで きる .

IV. 考 宗

本報告は, 情報 リテラ シーの上を 目標 した 3

つの研究演習事例を報告た . 将来 自ら研究を行な

うこ と がで きる 人材育を 目指す場合, 研究全

工程取り組む」 [実際にデー タ分析をやっ てみると

いった, 研究を行なう 側 ] に立っ た演暫が重要な教育

方法 の つと な る . その一で, 対象が医療に関す

る情報 リテラ シー を習得する初学者あっ た り , 実践

で研究成果の活用 に取り 組むこと がで きる 人材を養成
コー
する と いう観点で 研究に参加する側 に立っ た演習

@の 国立病院看護研究学会.

方 法も利用可能 である.

_ 先行研究は, 実際に分析等を含めた研究を行な

演習 より も , 参加する演習ほう が少ないと報告き

て いた"研究を行なう 演習 と 研究に参加する演習
は , それぞれ異な る到達目標設定ている場合 あ

る た め , どちら の教育方が情報 リテラ シーの習得に

効果か単純に比較する こと上難しい . しか , 学

習目標」「演の実施環境 (接時間数,授業の場所 ・

設備 教員数)] 「学に影響する学修の要因 (知識

スキ ル , 関心 自主 )] を ふま える , 演習で研究の

どの工程に焦点あて る のか明確し それ以外の

工程につい て は簡略の可能を検討する こと は , 研

上習を通し どの よう 思考や知識 スキ ル を習得

* き る のか., 学修 目標の明確を検討 する ?" と と も

に , 研究演習 において も, 学修目標に合っ た演習内容

を厳選し , 演習方法工夫する こと が重要で ある .

本報告述べた事例で扱っデー タ は , 全て学修者

自身の協力 を得て収集たデー タ を 用 いた . これ,

本の授業は 1 年次前期ら行なわれている も ので,

16(D), 77-82, 8080



春護学生を対象した情報リテラシー向上のための研究演習事例

表 は3アンケート調 査に参加してバイアスを体験する演習 (事例 3)9
 

続きる環境 プロジェ クター (講義),、 スマー ト フォ ン(学修)

バイアスが生じやすい・ 生じに くい6 種類の質問や回答集団を設定し , 両方に回答し

て

もらうことで

.

学修者自身が
結末を比較 ・ 哨味しすい

・ イ ンターネット に接続きる環境で学修者スマー トフォ ンを利用できれば, フィ ー ドバッの即時性を取り入れ

「 以下アンケー ト に回答しも らい, その結果もと に情報バイアス ・ 選択バイアスの解説を行なう .

(はい , いいえ , どちらでもな い)

(10 段階)

(10 段階
※ 問 |・ ど は全員が回答るが , 問 のみ. ①学籍番号が奇数人, 前期試験に自信があった人, ③任の順で最

1) アンケー トのや り方よって結果が変わことが理解しすいよう , なぜバイアスが生じるの. 初学者が理解や

学習目標 調査で生じるバイアス を理解 する.

授業環境 授業時間数 1 コマ, 実施場所 : 講義室 担当教員 :] 人

参加形態 個人

必要なもの 。アンケート, 可能 でめれば : インターネッ トに接

特徴

ることができる .

事例 選択バイアス ・情報バイアス を体験する

概要

(アンケート 1 回目 )

問 1 : 生まれた季節は ? (春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬)
問 ら : 国際医療に興味ありますか ?

問 3 : 後期の試験はどれくらい心配 ですか?

(アンケー ト ら 回目 )

問 1 : 生まれた季節 は? (春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬)

問 ら : 国際医療に興味 がありますが かが? (はい .いいえ)

問 3 : 後期の試験はどれくらい心配すか ?

大 3 回回答 してもら う.

研究演習
組み立てる すい外 問や選択 肢を設定する .
と きぎの工夫

学修着 レデ ィ ネ ス や医療分の研究への関心が まだ  :

十分に 高まっ て いな

い

状況

で

ある こと

に

配慮し

て

い : 護

るゆ . 例えば, 過去に行なっ た研究演習は.

- 間 1 : |生まれた季節 のように , 誰が回答ても変わない客観的事実問う質問は , 1 回 ・2 回も結果は変わ
らない.

・間 ど : 息問は 同じであるが, 1 回と ら 回目は選択肢が異なてお り , 「どちらでもない」 がら回目のンケー ト
には導まれていない. そのため. 1 回目 「どちらでもない」 と答えた人は . 2 回目では 「はい か 「いいえ」 のど
ちらがに回答なければならないため., 結果は大きく異なて しまう .

・ 間 3: 質問内容は同じであるが, 回する対象集団を変えて回答して ちら う ものである . 後期試験心配度に よっ て
学鵜番号が決まているわけではないため, 1 回の結果と変わ やない. 一で , 前期のテス ト に自信があったか.
ゲンケー に応えたいかがは ., 後期試験の心配と関連がある可能性があるため , 結果も変わ りやすい、

どら ) アンケーの回答結果を授業で すぐに活かせるよう , ウエブアンケー トにアクセスするための QR コー ドを掲載した
人賢を配布し リアルタイム集計を行なう .

が基え られる . 先行研究 では, 院内研究に取り 組む看

護師

は

, 研究に関す る知識 スキ ルの習得が不十分

だ

と

医療系
のデー タ は看護学生 も ある程度関心が ある と 大え .

政府統計の e-Stat“'" に ある医療系デー タ を用 いた分析

を行なった こと も あっ た. し かし 。 Excel の操作の練

演はな っ た も のの , 看護大学入学しばか り の

学修者 に とっ ては, なぜこ の よう な分析を行なう 必要

がある のか, 動機付けが十分はなかっ た と 感じる場

面あっ た. 授業デザイン基本である 学修の関

心や動機付け を 高め る 工夫」⑦ は , 研究演習おいて
も重要である .
また この よう 人研完演習事例の応用 と し て 。 例え

ば, 看護師 よる 院内研究ため学の場の活用

国立病院着護研究学会誌

感じいる こと が報告 きれている2. 個人情報や倫理

的 配慮に十分留意した うえで, 院内の既存の医療 ・ 看

談情報 委員会業務の一で収集しデー タ を用い

た演習を行なう こと は , デー タ理解深め。 実践へ

の屋を意識 し た演習 を実現しすいだ ろう .

研究演習の方は本事例以外に も多数 ある と 考え ら

れるが, 例えば, 本報告述べ事例2・3は ウエブ

アン ケー ト を 用いる こと でデー タ収 集・ 入 力を簡略化

してお り , リア テル タイ ム でデー タ化 きれている ため集

計も容易ある 『. 限られた 時間の中で, 効果 ・ 効

率な学習環境を提供きる よう , 情報通信技術を活

用 し た授業の工夫が今後 ます ます求め られる だ ろ

P
S
に
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う合久 。ま た, 本報告で行なっ た研究演習の効果につ

いて は, 今後 さら な る 評価が必要である .

V. 結 議

本報告は, 看護学生を対象 し情報 リテラ シー
向上のための研究演習の事例を報告し . 研究演習 は

|学習 目標 」|演習の実施環境] 「学修に影響する学修者

の要因 にあわせて組み立て こと可能ある .

利益相反
本報告に 関し て , 開示すべ き 利益相反はな い .
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